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研究成果 の概要(和 文):本 研 究は 「移 民」お よび 「人 の移動」をテーマ とした多文化共 生に

向けた包括的 なカ リキュラム ・モデル の構築 と、小 ・中 ・高 ・大学 ・地域 ・博物館 な どの活動

現場 で利用可能 な教材 開発 を 目的 とした。移 民教材 開発 の視点や キー コンセ プ トを提示 し、 日

本 と韓 国に共通す るブラジル移 民の歴史調査や滞 日外 国人へ のイ ンタ ビュー を もとに 「読 み物

資料」を開発 した。一方で、国内外 の 日系ブ ラジル 人の子 どもたちを対象 とした 「移 民カル タ」

を開発 し、 日本 ・韓 国 ・ブラジル他 の学校教 育や地域活動 の現場 での実践 を試み た。

研究成果の概要(英 文):

    The purpose of this research is to develop a curriculum model of comprehensive 

multicultural education under the theme of  `international migration' as well as to make 

teaching materials useful for school setting from elementary schools to universities and 

for museums. First, classifications of teaching materials are reviewed. Second, key 

concepts for migration study are extracted. Third, actual materials,  'reading 

materials' and  `KARUTA' , are developed. Based on the fact that both Korean and Japanese 

migrated to Brazil in their history, the research was conducted by interviewing a 

Japanese-Brazilian and a Korean-Brazilian to begin with. Then, non-Japanese people living 
in Japan were also interviewed, who contributed to develop reading materials. In addition, 

 `KARUTA' 
was created for children with Brazilian background both in Japan and Brazil. 

Lastly, both of these materials were used at high schools, universities, and at the 

educational settings in the society in Korea, Japan and Brazil.
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1.研 究 開始 当初 の背景

研究 の背景 の1つ として、近年、 日本では

加速 的な グ ローバル化 が進む 中、 「多文化 共

生」が国家的 ・地域的課題 となってい ること

が挙 げ られ る。法務省の発表 による と、我が

国の外 国人登録者数 は10年 前の1.4倍 とな

り、平成21年 度末現在218万 人 を越 え総人

口の1.71%に 達 してい る。研 究代表者 も全国

的 に展 開 してい る 「地域 日本語活動」 と呼ば

れ る滞 日外 国人 と 日本人 ボ ラ ンテ ィアの 教

室 の コーデ ィネ ー タお よび ボ ラ ンテ ィア養

成講座 の講 師 と して 関わって きた。 しか し、

参加者 の主 な関心 は 日本語 を 「教 える」 こと

や 自己実現 の側面 に置 かれ がちであ り(服 部

2006ab)、 ス テ レオ タイ プ的 な認識 や事実認

識不足 に対応す る対策 が必要 である。 日本 人

と外 国人 の対等 な関係性 を育み 、外国人 も自

己実現 を行 うこ とがで き る社 会 の実 現 に向

けて、教育の観 点か らの研 究課題 の解 決が望

まれ る。つ ま り、多文化化 ・多言語社 会 を生

きるマ ジ ョリテ ィ側 の 日本人 の 「共生」 に向

けての態度 の養成 を、学校 教育お よび生涯 教

育 にお い て実施 す るこ とが必 要 で あ る と考

え始 めていた。

も う1つ の重要 な背景 は、 日本 と韓 国の問

に共通 の移 民 の歴史 が あ る とい うこ とで あ

る。研 究分担者 らは、 これまでに移 民をテー

マ とした研究 に深 く携 わってきたが、 日本か

らハ ワイや合衆 国、南米に移 民 した歴 史 をた

どる と、それは韓国か ら移 民 した人々の歴 史

と重 なった。 ち ょうど2008年 は 日本人ブ ラ

ジル移民100周 年 の年 に当たったが、その歴

史 の中で、 日系人は今 日150万 人にまで増加

し、ブ ラジルの多文化 社会を構 成す る重要な

構成員 となってい る。一方、韓国か らも 日本

に遅れ るこ と50年 の1960年 代か らブ ラジル
へ の本格 的移民 が開始 され た。 日韓双方 にと

って 日韓以 外 の国へ の移 民 史 を並行 してな

がめるこ とによ り、共通の歴 史があ ることに

気づ き、差異に も注 目でき る。そこで、日本、

アメ リカ 、ブ ラジル、韓国 と複 数国間の視 点

で移民 を眺めるこ とによ り、グローバル化 し

た社 会 に対応 した、 「共生」 に向けて の資 質

や 態度 を養 うた めの具体 的 な教材 開発 が 可

能 となる と考 えた。

また、研 究代表者 は 日系ブ ラジル人 を対象

とした学校 、地域、職 場、教会の4領 域にお

ける実態調査 に関わった経験 か ら、 日本の多

文化 化 を構 成す るニ ュー カ マー の 中心的 存

在 と して捉 え られ てい る 日系ブ ラジル人 の

子 どもたちの 日本語学習 ・母語維持 やアイデ

ンテ ィテ ィの 問題 も重要 な課 題 だ と認 識 し

てい た。国際教室や国際理解 の授 業において、

日本 に移民 して きた人 々の さま ざまな課題

を 日系 人 の歴史 的経 験 に重 ねて 学ぶ た めの

具体 的な教育 内容 を織 り込み 、さらにはブ ラ

ジルで生活す る日系のこどもたちにも利用

可能な教材 開発 が重要であると考えたので

ある。

多文化共生社会における理論的 ・実証的研

究は多いが、その多 くが欧米の国々を対象 と
してお り、韓国やブラジルは扱 っていない。

また地域で活動す る日本語ボランティア養

成講座で 日系移民の歴史や背景 を組み込ん
だものはほとんどない。このような背景のも

と、さまざまな学校教育や地域活動、ブラジ

ル の 日系人社会で利用できる教材 開発に着

手することとなった。

2.研 究 の 目的

本研 究は、多文化化が進む 日本社会 にお け

る様 々な接触場 面の現場 におけ る 「移民」 を

テーマ とした包括 的なカ リキュ ラム ・モデル

の構 築 と、小 学校 ・中学校 ・大学 ・地域 ・移

民系博物館 の各 々の教 育 ・活動現場 を対象 と

した具体 的教材 開発 を 目的 とした。具体的 に

は、次の4点 を明 らかにす る。

(1)調 査;資 料収集 とイ ンタ ビュー調査

内外 の 日系移 民、多文化教育 に関す る文献

や展示物 を通 して、理論 的背景 の確認 、移民

の歴 史の調査 、移民学 習教材 の整 理 をす る。

(2)多 文 化 教 育 の た め の カ リキ ュ ラム 開

発;学 校 ・地域 にお ける移民 に焦点 を当てた

授 業のためのカ リキュ ラム構 築、背景知識 と

しての コ ンセプ ト、 「国際理解 単元構想 」 を

確 立す る。

(3)教 材 開発;学 校 ・地域 にお ける移民 に焦

点を当てた具体的な授 業や教材(リ ソース)

開発 を行 う。

(4)実 践;(2)で 作成 したコンセ プ トをも と

に開発 した(3)の 教材 を利用 して、各領域で

利用 可能 な実用例 をま とめ、実施す る。

(5)公 表;具 体 的な教材 の製 品化 、報告書 の

作成 な どで公表す る

3.研 究の方 法

(1)に ついては、韓 国 ・日本 を中心 に、ま

ず 、内外 の文献調査研究 によって行 う。そ し

て、移民 に関す る資料収集 と、博物館や移住

資料館 を訪 問 して展示 表象分析 を実施す る。

さらに、ブラジルの 日系移民 に関す る写真 な

どの情報収集 も行 う。一方 で、 日系 ブラジル

人 や韓 国他 の国 々か らの留 学生 を含 む滞 日

外 国人 を対象 にイ ンタ ビューを実施す る。

イ ンタ ビュー は、Flick(1995)が 紹介 す る

ナ ラテ ィブの手法を援用 し、桜井(2002)を

参考 に半構造 的イ ンタ ビューの形 式で、平均

各約30分 実施 した。イ ンタ ビュー の際 には

研 究 目的である ことを伝 え、教材 開発へ の承

諾 を得 た。イ ンタ ビュー は文字化 し、必要 に

応 じて韓 国語 と中国語 に翻訳 を行 って、デー

タベ ース化す る。



(2)に ついて は、 日本国際理解 教育学会の

日韓 中共 同教材 開発 プロジェク トで 「人の移

動」チー ムに参加 した研究者 らと ともに、移

民 をテーマ とした教材 開発 のためのキー コ

ンセ プ トを抽 出す る。

(3)に ついて は(1)で 行 ったイ ンタビュ
ーや(2)を もとに、学校 教育にお ける国際

理解教育や総合 的な学習お よび地域活動 に

おい て利用可能 な 「読 み物資料 」を作成 す る。

また、 日系ブ ラジル人の子 どもたちのアイデ

ンテ ィテ ィ確立や母語維持 を意識 した 「カル

タ教材」 を開発す る。

(4)に ついて は、研 究協力者 らとも議論 を

重ね 、 「移民」や 「人 の移動」学習 のための

授業構想 を練 り、国 内外 の小 ・中学校 ・高等

学校 ・大学 に加 え、地域在住 の外国人を対象

とした ことばの学習 の現場 で の実 践 を行 う。

(5)は 、実際のカル タ作成 や報告書の作成

によって、公表す る。

4.研 究成果

(1)こ れ まで に蓄積 され た 日本か らブ ラ

ジルへ の移民 との相違点 の比較 を念頭 に、 日

本 と韓国 の移 民 に関す る文献収集 を行 った。

そ の上 で、博物館や資料館 を訪問 した。具体

的 には、韓国仁川海 外移 民博 物館 、JICA横 浜

海外移住資料館 、神 戸海 外移住 と文化 の交流
セ ンター を訪 問 して展示 表象 分析 を行 うと

ともに、 関係者 に移民の歴史や教材作成、博

学連携 に関す る ヒヤ リングを行い 、今 後の研

究 に役立っ資料 を得 た。移 民研 究の専門家の

講義 も受 けた。 さ らに、ブ ラジルの 日系移 民

に関す る文献収集 に加 え、 日系1世 の写真 な

どの情報収集 を実施 し成果 を得 た。

Mukai&Bulnette(1990)が 挙 げた10の 移

民 の類型 の中のUタ ー ン移 民現象が 日本 と韓

国で起 こってい る。そ こで、Uタ ー ン移 民 と

して、ブ ラジル人が集 住す る群馬県太 田市に

て 「バイ リンガル教師」 と して教育に携 わ る

サ ン ドラ・スエナガ さん(研 究協 力者)と 、

日本在住韓 国系 ブラジル人 のカタ リーナ ・ホ

ン さんにイ ンタ ビュー を した。太 田市で小学

校 の 国際授 業や サ タデー ス クール の参観 も

行 い、小学校長やバイ リンガル教員 へのイ ン

タ ビュー を実施 し、 日系人 の教 育 ・社 会活

動 ・アイデ ンテ ィテ ィの課題 な どを生の声 を

通 して確認 した。さらに、関西地域 を中心 に、

多 文化 化社 会 を構成 す る在 日の外 国人 に加

え、海 外 の多文 化教育 専門家 の協 力 も得 て、

韓 国や 中国でもイ ンタ ビュー を行 った。

(2)次 に、A.Banksの 「概念 的多文化カ リ

キュラム論」 をも とに、多文化共生のための

カ リキ ュラム構 築 を行 った。 「移 民」現象 を

背 景 とした変動 す る社会 の 中で 生 き るた め

に必 要な市民 的 「価値 」 と して 「人権」 「公

正」「多様性」「共 生」の4つ の視 点 を設定 し、

【図1】 に示 した よ うに、 「移 民」 をキー ワ

一 ドに してそれ らの価値(視 点)を 獲得 させ

るためのキー コンセ プ ト(具 体的学習内容)

を示 した。 この視点 を もとに、大単元の構成

を作成 した。

図1「 移 民」教材 の開発 のための視 点 と

キー コンセ プ ト

(3)こ の大単元構想 に沿って、多文化化す

る社会 の一員 として、移 民学習 を通 して、人

権 、公正 、多様性、共生 の資質や態度 を養 う

ことを念頭 に、 「読 み物 資料 」を作成 した。

作成 にあたっては、(1)で 実施 したイ ンタ ビ
ューを文 字化 して利用 した。 さらに、 日系 ブ

ラジル人児童 を対象 とした移 民学習カル タ

の開発 を行 った。 日本 とブラジル両 国に関連

した 「移住者 の思い」 「努力 ・貢献」 「多文化

共生 ・友好 関係 」 「生活 ・文化 」 「教 育」 「知

識 ・事実 」 「アイデ ンテ ィテ ィ」 「文化変容 」

「苦労」の要素を念頭 に、(1)の 調 査で得た

知 見を もとに、読み札の頭 に置 く句や移民学

習 に関連す る用語 を作成 ・抽 出 した。研究協

力者 のサ ン ドラ ・スエナ ガ ・テル ミの全面的

な協力 を得 て、実際 の写真 を用い るこ とがで

きたため、よ り具体的 な個人 の ヒス トリー を

背景 に独創 的で深 みのある もの となった。 ま

た後 の版権処理 も軽減 できた。 「カル タ」の

も う一つ の意 図は、 日系 ブラジル人 の子 ども

たちへの言語 支援 であ る。ひ らが なの読み札

は 日本語初級 学習を対象 としたが、裏書 の歴

史や背景 に関す る説 明は、漢字仮名交 じり文

で書 くことで、 日本語 中上級者 の学習 に繋 が

る ことを考えた。 同様 の内容 がポル トガル語

で も記 され てお り、子 どもた ちの母語維持の

ためのツール を提供 できる もの となった。

(4)開 発 教材 を もとに、 日本 の高校 での 「人

の移 動 ・移 民」 「留 学生」 をテーマ とした国

際理解 の授 業、韓国 の高校での 「移 民」授業、

中国の 中学校 で の 「留学生 」に関す る授 業、

大学や地域 日本語活動 におけ る 「移民」や 「留

学生」をテーマ とした授業や活動 を実施 した。



「読み物資料」を通 した出会いにより学生の

学びが促進 された ことは感想文な どで確認
されたが、発話時の表情や声の トーンを紹介

することは今後の課題 となった。

(5)「読み物資料」 と 「移民カルタ」の作

成に加えて、それ らのコンセプ トや意義、お
よび実践内容報告を収録 した冊子 を発行 し

た。また、3年 間の研究の経緯は、その都度

日本 と韓国の学会において報告を行った。

今回は教材開発に焦点を当てたため、実践
は国内外の各種教育機関で実施 したものの、

限られた領域 となった。今後は、博物館 との

連携や教員研修にも役立てていきたい。
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